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杏

評

九
五
(
-
蚕
）

本
密
は
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
議
会
に
よ
る
統

井

内

太

郎

青

木

康

編

著

『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』

ニ



治
の
歴
史
的
展
開
を
分
析
し
、
そ
の
意
義
と
限
界
に
つ
い
て
論
じ
た
わ
が
国

で
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
の
論
集
で
あ
る
。
本
書
の
最
大
の
成
果
は
、
議

会
史
研
究
が
、
単
に
制
度
史
や
議
会
内
部
の
党
派
抗
争
、
地
主
貴
族
が
担
う

議
会
統
治
と
い
っ
た
従
来
の
議
論
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
射
程
の
多
様
性
と
広

が
り
を
持
ち
得
る
こ
と
を
十
分
に
描
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
本
苔
の

全
体
構
成
を
提
示
し
、
さ
ら
に
各
論
考
の
本
書
の
中
で
の
位
匠
づ
け
を
行
う
。

そ
し
て
最
後
に
本
害
全
体
に
関
わ
る
論
点
を
導
き
出
し
て
み
た
い
。

裔
は
、
以
下
に
示
す
通
り
、
三
部
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
計
―
一
本
の

論
文
が
そ
の
中
に
配
屈
さ
れ
て
い
る
。

第
1
部
代
表
制
議
会

A

議
席
配
分
と
地
域
代
表

第
一
章
近
世
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
に
お
け
る
下
院
議
員
の
選
出
様
態
ー
数

凪
的
分
折
（
仲
丸
英
起
）

第
二
章
一
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
下
院
議
貝
ー
議
貝
と
選
挙

区
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
（
青
木
康
）

第
三
章
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
代
表
議
員
の
政
治
的
機
能
（
一
七
0
七
＼

一
七
四
七
年
）
ー
合
同
以
前
の
ス

n
ッ
ト
ラ
ン
ド
身
分
制
議
会
と
の

関
辿
に
お
い
て
（
松
園
伸
）

B

議
員
選
出
の
実
態

第
四
章
王
政
復
古
期
に
お
け
る
五
港
統
治
と
下
院
議
員
選
挙
（
辻
本

本
書
の
全
体
構
成

習

評

各
論
考
の
扱
う
時
代
に
よ
り
分
類
し
て
み
る
と
、
一
六
世
紀
（
第
一
章
）
、

王
政
復
古
期
（
第
四
章
）
、
残
り
の
九
章
は
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま

で
を
扱
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
長
い
一
八
世

紀
」
の
議
会
制
統
治
の
分
析
に
重
き
が
既
か
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
地
域
分
類
を
行
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
に
も
い
く
つ
か
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

J

'

、̀

諭）

第
五
章
プ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
と
一
七
八

0
年
総
選
挙

（
冑
木
康
）

第

n部
海
洋
帝
国
の
議
会

第
六
章
私
掠
と
密
綸
ー
九
年
戦
争
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
捕
獲
物

関
速
制
度
の
改
革
と
議
会
、
王
権
（
薩
底
真
介
）

第
七
章
ジ
ャ
リ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
ー
プ
リ
ス
ト
ル
の
下
院
議
員
（
一
柳
竣

夫）

第
八
章
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
海
難
者
送
逗
シ
ス
テ
ム
と
議

会
制
定
法
（
金
澤
周
作
）

第
九
章
減
税
か
賠
償
か
ー
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
奴
隷
制
廃
止
を
め
ぐ
る
議
論

一
八
二
三
S
一
八
三
三
年
（
川
分
圭
子
）

第

m部
議
会
制
統
治
の
外
縁
部

第
一

0
章
近
世
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ナ
リ
議
会
ー
す
ず
鉱
業
地
域
利
害
の

調
幣
と
回
路
の
検
討
（
水
井
万
里
子
）

第
一
―
章
ア
ル
バ
ー
ト
公
に
よ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
公
領
の
経
営
改
善

と
議
会
政
治
（
君
塚
直
隆
）

選
挙
区
と
利
害
（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
パ
リ
ー
）

コ
メ
ン
ト

九
六
(
-
奏
）

ムー



書

評

プ
リ
テ
ン
国
家
に
関
し
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
央
（
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
ク

の
議
会
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
）
を
扱
う
論
考
（
金
澤
、
薩
摩
、

JII
分
）
と
地
方

に
屈
す
る
も
の
と
し
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
西
部
地
域
（
仲
丸
、

水
井
、
一
柳
、
君
塚
、
青
木
）
と
五
港
都
市
（
辻
本
）
を
扱
う
論
考
が
あ
り
、
両

者
の
関
係
性
の
解
明
も
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
つ
い
て
は
、
合
同
前
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
議
会
と
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
の
議
会
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
（
松
園
）
。
海
外
地
域
と
し
て
北

米
植
民
地
、
西
イ
ン
ド
諸
島
、
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
大
西
洋
を
介
し
て

行
わ
れ
る
私
掠
・
密
翰
・
奴
隷
貿
易
や
海
難
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
海
事
史
研
究

も
射
程
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
検
討
対
象
と
な
る
下
院
議
員
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
地
主
貴
族
の

政
治
的
重
要
性
に
対
す
る
高
い
評
価
へ
の
疑
義
か
ら
、
特
に
第
11
部
を
中
心

に
商
業
利
害
、
製
造
業
利
害
、
植
民
地
利
害
を
担
う
非
地
主
議
貝
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
害
の
全
体
構
成
か
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
統
治
の
研

究
が
、
か
つ
て
の
一
国
史
や
狭
義
の
制
度
史
・
政
治
史
に
留
ま
ら
ず
、
よ
り

広
い
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
空
間
の
中
で
検
討
さ
れ
る
段
階
に
入
っ
て

き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

本
書
の
内
容
の
検
討

序
論
に
よ
れ
ば
、
本
杏
の
狙
い
は
二
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
―
つ
は
、

地
主
質
族
が
担
う
議
会
制
統
治
の
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
に
お
け
る
順
調
な

発
展
と
い
う
常
識
化
し
た
図
式
の
不
十
分
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
設
定
自
体
は
、
何
ら
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
し
、
研
究

史
の
整
理
と
し
て
も
不
満
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
冷
静
に
な
っ
て
考

え
て
み
る
と
、
編
者
と
し
て
は
膨
大
な
議
会
史
研
究
の
動
向
を
わ
ず
か
数
頁

(
1
)
 

で
ま
と
め
る
こ
と
を
断
念
し
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
各
論
者
の
間
で
は
、
議
会
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
課

題
は
、
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
て
お
り
、
各
論
考
の
テ
ー
マ
も
そ
れ
ら
を
十
分

に
考
慮
し
た
上
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
バ
リ
ー
教
授
の
コ
メ
ン
ト

が
、
議
会
史
研
究
の
潮
流
の
中
に
―
一
本
の
論
文
を
手
際
よ
く
位
骰
づ
け
、

こ
の
部
分
を
補
埴
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

第
二
に
近
世
・
近
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
地
域
（
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
、
デ

ヴ
ォ
ン
、
ド
ー
セ
ッ
ト
、
サ
マ
セ
ッ
ト
）
に
お
け
る
議
会
制
統
治
の
歴
史
的
展
開

を
検
討
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
部
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
先
ほ
ど
の
地
域
分
類
で
も
、
こ
の
地
域
に
関
わ
る
論
考
が
五
本

と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
一
ー
本
の
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
余
裕
は

な
い
の
で
、
各
章
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
課
題
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
に
重
き
を
匹
き
な
が
ら
、
第
1
部
か
ら
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

第
1
部
A
「
議
席
配
分
と
地
域
代
表
」
は
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
は

エ
リ
ザ
ベ
ス
期
か
ら
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
期
に
か
け
て
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の

都
市
選
挙
区
に
お
け
る
下
院
議
貝
と
選
挙
区
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
で
は
一
六
世
紀
半
ば
に
多
数
の
選
挙
区
が
創
設
さ
れ
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
中
で
最
も
議
席
数
の
多
い
州
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
仲
丸
氏
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
、
公
領
、
ス
タ
ナ
リ
の
都
市
選
挙
区
と
こ
の

新
選
挙
区
を
分
析
対
象
と
し
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
追
き
出
し
て
い
る
。
す

九
七
(
-
吾
）



な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
選
挙
区
で
七
割
近
く
が
外
部
出
身
者
で
、
遠
距
離
を
頻

繁
に
移
動
し
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ン
の
影
唇
力
に
比
し
て
各
都
市
自
治
体
の
自

律
性
が
弱
か
っ
た
。
そ
れ
が
外
部
梱
力
に
よ
る
選
挙
へ
の
介
入
を
可
能
と
し

た
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
四
州
の
下
院
議
員
と
選
挙
区
の
関
係

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
一
八
世
紀
に
な
っ
て
も
、
西
部
地
域
の
選
挙

区
を
代
表
し
て
い
た
議
員
に
は
地
元
人
が
少
な
く
、
彼
ら
は
頻
繁
に
選
挙
区

の
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
西
部
地
域
は
、
議
会
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ

る
全
国
各
地
の
人
々
に
広
く
議
席
を
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
西
部
地
域
で
は
、

議
員
が
中
央
の
議
会
へ
送
ら
れ
て
も
、
そ
の
地
域
社
会
の
代
表
と
し
て
必
ず

し
も
働
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
中
央
と
地
方
の
政
治
的
対

話
の
公
的
な
回
路
と
し
て
の
代
表
制
議
会
の
限
界
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
合
同
（
一
七
0
七
年
）
前
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
両
議
会
の
比
較
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
合
同
ま
で
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
議
会
は
一
院
制
で
、
聖
・
俗
の
貴
族
と
勅
許
都
市
代
表
の
「
三
身

分
」
か
ら
な
る
身
分
制
議
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
注
目

に
値
す
る
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
場
合
、
ま
ず
勅
許
都
市
代
表
が
常
皿

の
議
会
代
表
と
し
て
認
め
ら
れ
、
州
代
表
が
制
度
化
さ
れ
る
の
は
一
六
世
紀

末
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
制
度
の
成
立
過
程
と
好
対

照
を
な
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
合
同
条
約
締
結
に
よ
り
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
プ
リ
テ
ン
議
会
へ
「
吸
収
合
併
」
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
代
表
の
議
席
数
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
勅
許

都
市
代
表
議
員
数
が
檄
減
し
た
こ
と
は
、
合
同
が
国
制
に
も
た
ら
し
た
最
大

害

評

の
変
化
の
ー
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
園
氏
は
、
議
席
数
の
縮
減

の
問
題
に
加
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
議
員
か
ら
代
表
議
貝
へ
の
質
的

変
化
に
も
注
目
す
ぺ
き
と
し
、
代
表
議
貝
の
出
自
の
中
に
、
司
法
職
を
梃
子

に
エ
リ
ー
ト
庖
に
参
入
し
て
社
会
的
上
昇
を
遂
げ
、
中
に
は
子
孫
が
貴
族
身

分
に
至
っ
た
者
が
現
れ
て
き
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
後
段

で
改
め
て
検
討
し
て
み
る
。

第
1
部
B
「
議
員
選
出
の
実
態
」
は
二
章
か
ら
な
る
。
第
四
章
は
、
王
政

復
古
期
五
港
の
下
院
議
貝
選
挙
が
一
六
八
二
年
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
ト
ー
リ

反
勁
」
に
よ
り
劇
的
に
変
化
す
る
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
王
権

は
特
権
付
与
状
再
交
付
政
策
に
よ
り
、
五
港
の
各
都
市
自
治
体
に
対
す
る
統

制
を
強
化
し
、
さ
ら
に
五
港
長
官
に
よ
る
下
院
議
員
の
推
瞑
慣
行
を
公
式
化

し
、
選
挙
を
安
定
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
う
し
た
王

権
に
よ
る
統
制
強
化
は
、
五
港
だ
け
で
な
く
、
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
見
ら
れ

た
、
い
わ
ば
時
代
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。
辻
本
氏
が
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
一

連
の
改
革
が
い
か
に
強
引
に
見
え
よ
う
と
も
、
し
か
る
ぺ
き
手
続
き
を
通
じ

て
進
め
ら
れ
た
正
当
性
を
持
つ
取
り
組
み
で
あ
り
、
同
時
代
の
人
々
も
そ
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
の
転
換
を
も
た
ら

し
た
と
い
う
意
味
で
の
名
営
革
命
の
画
期
性
は
認
め
ら
れ
る
ぺ
き
だ
が
、
同

時
に
議
会
主
権
へ
の
道
が
当
時
に
お
い
て
い
か
に
確
実
性
に
乏
し
い
も
の
で

あ
っ
た
か
と
い
う
点
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
五
章
は
、
サ
マ
セ
ッ
ト
州
の
有
力
都
市
プ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
に
お
け
る
一

七
八

0
年
下
院
議
員
選
挙
を
扱
っ
て
い
る
。
プ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
は
、
プ
ー

レ
ッ
ト
伯
爵
家
が
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
影
唇
力
を
及
ぼ
し
て
き
た
典
型
的
な
パ

ト
ロ
ン
影
唇
力
型
の
都
市
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
年
の

九八(――ヰ^
）

一
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選
挙
は
一
七
六

0
年
代
末
か
ら
同
選
挙
区
の
議
員
を
務
め
て
き
た
プ
ー
レ
ッ

ト
（
与
党
系
）
と

B
・
ア
レ
ン
（
野
党
ホ
イ
ッ
グ
系
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
候

讐
を
た
て
て
再
選
を
目
指
す
、
本
格
的
な
競
争
選
挙
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
が
注
目
に
値
す
る
の
は
、
都
市
の
バ
ト
ロ
ン
支
持
派
と
反
対
勢
力

の
争
い
に
、
中
央
政
界
の
野
党
活
動
や
全
国
的
な
政
治
改
革
運
勁
と
い
う
新

た
な
潮
流
が
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
論
文
を
通
じ
て
、

選
挙
で
議
員
が
地
域
社
会
を
代
表
す
る
者
と
し
て
す
ん
な
り
決
ま
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

第
1
1
部
「
海
洋
帝
国
の
議
会
」
に
は
、
四
論
文
が
配
匠
さ
れ
て
い
る
。
第

六
章
は
九
年
戦
争
期
（
一
六
八
九
＼
一
六
九
七
年
）
に
議
会
で
行
わ
れ
た
私
掠

奨
励
と
そ
れ
に
関
わ
る
捕
獲
物
関
連
制
度
の
変
革
に
関
す
る
議
論
の
分
析
を

行
う
。
薩
眼
氏
に
よ
れ
ば
、
一
連
の
改
革
は
、
確
か
に
王
権
・
政
府
の
櫛
限

を
抑
制
す
る
と
い
う
「
地
方
派
」
的
勁
機
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
一
要
因
に
過
ぎ
ず
、
私
掠
者
に
よ
る
密
輪
防
止
な
ど
よ
り
実
際
的
な
問
題

も
同
様
に
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
初
下
院
が
企
図
し
て
い
た
捕
獲
物
の

管
理
、
売
却
業
務
の
関
税
委
員
へ
の
移
管
の
試
み
も
、
上
下
院
の
対
立
が
原

因
と
な
っ
て
失
敗
し
、
試
行
錯
誤
す
る
中
で
そ
の
案
と
は
異
な
る
形
で
決
着

し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
連
の
議
論
を
ホ
イ
ッ
グ
史
観
的
な

文
脈
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
一
面
的
に
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
論

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
捕
獲
物
の
売
却
後
に
、
そ
の
収
益
を
主
な
財

源
と
す
る
「
捕
獲
物
基
金
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
私
掠
船
へ
の
出
資
者

や
船
員
の
間
で
の
収
益
の
分
配
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
前
に
差
し
引

か
れ
た
費
用
の
中
に
、
戦
岡
中
に
死
亡
し
た
船
員
の
家
族
や
負
侮
者
へ
の
扶

助
金
が
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
船
貝
た
ち
の
間
で
、
こ
の
基
金
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
捕
獲
物

を
め
ぐ
る
問
題
は
、
政
治
史
と
社
会
史
を
接
合
さ
せ
た
議
論
に
発
展
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
七
章
は
、
プ
リ
ス
ト
ル
市
で
一
七
五
六
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
下
院

議
員
を
務
め
て
い
た
事
務
弁
護
士
ジ
ャ
リ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
彼
は
ト
ー
リ
系
政
治
団
体
で
あ
る
ス
テ
ッ
ド
フ
ァ
ス
ト
協
会
の
創

設
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
彼
の
人
脈
は
ト
ー
リ
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ

以
上
に
幅
広
い
人
脈
を
形
成
し
、
特
に
同
市
の
商
業
利
害
に
忠
実
に
働
き
、

地
元
に
貢
献
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
プ
リ
ス
ト
ル
市
は
E
・
パ
ー
ク
の
よ
う

な
全
国
型
の
大
物
政
治
家
を
輩
出
す
る
典
型
的
な
開
放
型
選
挙
区
で
あ
っ
た

が
、
そ
う
し
た
中
で
ス
ミ
ス
の
よ
う
な
地
元
密
着
型
の
政
治
家
が
選
出
さ
れ

活
躍
す
る
こ
と
は
、
選
挙
区
モ
デ
ル
と
そ
の
実
態
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興

味
深
い
。

第
八
章
は
「
海
難
11
天
災
」
時
代
に
、
議
会
が
唯
一
、
対
処
で
き
た
「
海

難
者
送
還
」
対
策
の
歴
史
的
意
義
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
金
澤
氏
が
注
目
す

る
の
は
一
五
九
七
年
に
制
定
さ
れ
た
「
浮
浪
法
」
と
「
海
軍
へ
の
屈
用
促
進

法
」
（
一
七
二
八
年
）
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
海
難
者
は
処
罰
の
対
象
外
と
し

て
、
合
法
的
な
物
乞
い
を
さ
せ
な
が
ら
、
故
知
へ
帰
遠
す
る
こ
と
を
認
め
、

ま
た
後
者
で
は
国
費
で
海
外
難
船
者
の
送
遠
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
海

軍
の
貴
重
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
循
現
さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
一
八
世
紀
に
は
、
議
会
制
定
法
を
通
じ
て
、
国
内
外
を
覆
い
尽
く
す
、

自
力
救
済
の
例
外
措
匠
と
し
て
の
海
難
者
帰
遠
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
九
章
は
、
全
英
領
植
民
地
奴
隷
廃
止
法
（
一
八
三
三
年
）
に
奴
隷
所
有

九
九
(
-
蚕
）
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者
へ
の
賠
償
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
く
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
際

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
設
立
さ
れ
た
西
イ
ン
ド
利

害
関
係
者
か
ら
な
る
議
会
外
の
任
意
団
体
で
あ
る
西
イ
ン
ド
委
員
会
で
あ
り
、

奴
隷
制
廃
止
法
に
関
わ
る
最
も
重
要
な
部
分
が
、
政
府
と
同
委
員
会
と
の
非

公
式
な
事
前
交
渉
に
よ
り
解
決
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
下
院
で
賠
償

問
題
の
重
要
性
を
主
張
し
た
A
・
ベ
ア
リ
ン
グ
は
、
西
部
地
域
で
選
出
さ
れ

た
が
、
西
イ
ン
ド
利
害
関
係
者
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
西
イ
ン
ド
に
限
定
さ

れ
な
い
広
い
大
西
洋
植
民
地
利
害
や
、
植
民
地
に
投
資
し
て
い
る
本
国
の
商

業
・
金
融
利
害
を
代
弁
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
プ
リ
ス
ト
ル
市
を
は
じ
め

と
す
る
西
部
地
域
は
、
議
会
の
「
実
質
的
代
表
制

(virtual

r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
・

tion)
」
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
格
好
の
事
例
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で

(2) 

あ
る
。第

m部
は
西
部
地
域
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
お
り
、
地
域
利
害
に
関
す
る
下

院
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
果
た
し
た
役
割
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
第
一
、
ニ

章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
州
に
お
け
る
議
席
数
は
四
四
議
席

と
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
多
数
で
あ
っ
た
が
、
外
部
出
身
者
が
多
く
、
下

院
に
お
い
て
錫
に
関
す
る
法
案
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
稀
で
あ
っ
た
。

第一

0
章
は
、
錫
の
先
買
櫛
契
約
な
ど
を
め
ぐ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
錫
鉱
業

地
域
利
害
と
中
央
と
の
調
竪
を
行
う
別
の
回
路
と
し
て
ス
タ
ナ
リ
議
会
の
検

討
が
試
み
ら
れ
る
。
同
議
会
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
主
要
な
ジ
ェ
ン
ト
リ
た
ち

か
ら
な
り
、
下
院
議
員
も
輩
出
し
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
開
催
数
自
体
は
一

0
回
（
一
五
八
八
＼
一
七
五
三
年
）
と
少
な
い
が
、
同
議
会
は
、
錫
の
地
域
利

害
の
調
整
以
上
に
、
よ
り
大
き
な
地
域
統
治
を
実
現
す
る
重
要
な
鍵
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
展
望
が
示
さ
れ
て
い
る
。

杏

評

1
 

0
0
(
1
1
(
0
)
 

第
一
ー
章
は
ア
ル
バ
ー
ト
公
に
よ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
公
領
の
経
営
改
革
の

検
討
が
行
わ
れ
る
。
同
公
領
は
一
七
六

0
年
以
降
、
王
室
領
と
は
別
個
の
所

領
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
所
領
経
営
に
は
議
会
が
介
入
で
き
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
改
革
を
目
的
と
す
る
公
領
関
連
二
法

（
一
八
四
四
年
）
が
成
立
し
た
際
に
も
、
ピ
ー
ル
首
相
が
利
害
関
係
者
と
事
前

調
整
を
行
っ
て
お
り
、
殆
ど
議
会
で
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
一
八
四
九
年
に
下
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た
公
領
経
営
へ
の
議
会
の
介
入

の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
も
、
議
会
内
の
大
勢
は
、
公
領
は
あ
く
ま

で
も
、
「
私
有
財
産
」
で
あ
り
、
「
公
的
な
性
格
」
は
有
し
て
い
な
い
の
で
、

議
会
は
そ
の
経
営
に
介
入
で
き
な
い
と
い
う
見
解
で
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

三
本
書
の
意
義
と
課
題

で
は
、
近
世
・
近
代
に
お
け
る
議
会
制
統
治
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
本

害
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
一
八
世
紀
イ
ギ

リ
ス
に
関
わ
る
専
門
的
な
議
論
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
評
者
に
任
せ
る
と
し

て
、
こ
こ
で
は
近
世
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
の
潮
流
の
中
で
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）
都
市
選
挙
区
と
議
員
の
関
係

仲
丸
氏
に
よ
れ
ば
、
「
大
部
分
の
候
補
者
が
立
候
補
し
た
動
機
は
国
政
へ

の
参
加
に
は
な
く
、
ま
た
大
半
の
選
挙
区
で
ど
れ
ほ
ど
そ
の
地
域
に
利
益
を

も
た
ら
す
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
議
員
を
選
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
議
員
の
選
出
基
準
は
「
基
本
的
に
そ
の
地
域
の
社
会
的
諸

関
係
に
お
け
る
潜
在
的
候
補
者
の
地
位
で
あ
り
、
名
営
で
あ
っ
た
」
。
そ
れ

に
対
し
て
、
一
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
選
挙
は
、
「
多
様
な
議
員
と
多
様
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な
選
挙
区
」
に
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
青
木
氏
は
議
貝
の
選
出
方
法
に
よ
り

(
4
)
 

都
市
選
挙
区
を
五
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
．

他
方
で
西
部
地
域
の
下
院
議
員
の
選
挙
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、
一
六

世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
一
貰
し
て
地
元
出
身
者
が
少
な
く
、
頻
繁

に
選
挙
区
の
移
動
を
繰
り
返
し
、
外
部
か
ら
の
介
入
を
可
能
に
し
て
い
た
。

つ
ま
り
議
会
が
中
央
と
地
方
の
結
節
点
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
青
木
氏
は
、
そ
こ
に
一
八
世
紀
に
特
有
の
議
会

の
機
能
を
み
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
「
議
会
が
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
国
内
の

諸
利
害
の
調
幣
を
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
元
と
強
い
つ
な
が
り
を

持
つ
議
員
だ
け
で
は
不
可
能
」
で
あ
り
、
「
西
部
地
域
か
ら
大
且
に
選
出
さ

れ
て
く
る
「
余
所
者
」
の
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
ら
の
選
出
区
に
は
あ
ま
り
捕
ら

わ
れ
な
い
議
員
を
構
造
的
に
必
要
と
し
て
い
た
」
の
で
あ
り
（
五
四
頁
）
、
本

杏
の
中
で
も
重
要
な
論
点
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
都
市
選
挙
区
に
関
し
て
は
、
合
同
前
後
に
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
以
上
に
構
造
的
変
化
を
経
験
し
て
い
る
。
松
園
氏
に
よ
れ
ば
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
合
同
以
前
か
ら
「
き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
選
挙
区
の
構

造
」
（
五
九
、
六
三
頁
）
を
と
っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

は
「
議
員
が
選
挙
区
を
選
ぺ
な
い
」
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選

挙
区
に
お
け
る
青
木
氏
の
選
挙
区
分
類
モ
デ
ル
の
有
効
性
に
関
わ
る
問
題
で

も
あ
る
。
合
同
以
降
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
代
表
議
員
の
新
た
な
勢
力
と
し
て
、

松
園
氏
は
職
業
的
法
曹
人
が
議
会
政
治
に
深
く
関
わ
っ
て
い
く
点
に
注
目
し

て
い
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
時
の
代
表
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
力
政
治
家
に

接
近
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
指
尊
者
と
の
バ
イ
ブ
を
作
り

(11
社
会
的

上
昇
の
機
会
）
、
プ
リ
テ
ン
議
会
で
活
躍
す
る
議
員
も
輩
出
し
た
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
プ
リ
テ
ン
議
会
の
代
表
制
の
問
題
と
し
て
考
え
た
時
に
、
個
々

の
場
面
で
、
彼
ら
の
意
識
と
し
て
国
民
の
代
表

(
B
ユtishness)
、
あ
る
い
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

(Scottishness)

な
い
し
地
域
利
害
の
代
表
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
い
か
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
周
知
の

よ
う
に
一
七
四
六
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
の
失
敗
ま
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
上
に
ト
ー
リ
と
ホ
ウ
ィ
ッ
グ
の
政
党
間
抗
争
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
代
表
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
る
ま
で

の
、
彼
ら
と
選
出
さ
れ
る
州
・
都
市
選
挙
区
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
今
後
知

り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
）
「
礫
岩
の
よ
う
な
国
家
」
の
中
の
西
部
地
域

近
年
の
研
究
で
は
、
近
世
の
プ
リ
テ
ン
諸
島
を
「
礫
岩
の
よ
う
な
国
家

(
5
)
 

(
c
o
n
g
l
o
m
e
r
a
t
e
 state)
」
と
捉
え
る
よ
う
で
あ
る
。
礫
岩
を
構
成
し
た
地
域

(11
礫
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
と
っ
て
み
て
も
、
本
苔
で
検
討
さ
れ
た

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
公
領
や
五
港
都
市
を
含
む
な
ど
非
均
質
で
多
様
で
あ
っ
た
。

で
は
「
礫
岩
の
よ
う
な
国
家
」
の
中
で
西
部
地
域
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
地
域
の
議
員
と
選
挙
区
の
関
係
は
、
一
貫
し

て
外
部
の
影
唇
を
受
け
や
す
く
地
元
の
利
益
を
反
映
し
に
く
い
と
い
う
意
味

で
は
遠
心
力
を
持
つ
が
、
し
か
し
そ
れ
が
同
時
に
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
国

内
の
諸
利
害
を
調
整
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
う
意
味
で
は
求
心
力
を

持
ち
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ス
タ

ナ
リ
議
会
や
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
公
領
も
議
会
統
治
の
外
縁
部
に
あ
り
、
そ
の
限

界
を
示
し
て
い
る
。

確
か
に
本
杏
は
西
部
地
域
が
一
貫
し
て
議
会
制
統
治
モ
デ
ル
の
限
界
を
示

す
特
別
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
に
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
全
体

-
0
-
（―-｛一）



と
し
て
、
中
央
の
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
、
い
さ
さ
か
静
態
的
な
印
象
を

与
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
礫
は
、
非
均
質
性
・
多
様
性
と
同
時
に
続
成

作
用
に
よ
り
常
に
変
化
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
海
事
史
研
究

の
銀
点
か
ら
み
る
と
、
西
部
地
域
は
一
六
世
紀
以
来
、
海
軍
・
私
掠
船
・
商

船
に
有
能
な
船
員
を
供
給
し
、
大
航
海
時
代
を
下
支
え
し
て
い
た
。
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
西
部
の
有
力
者
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
・
ロ
ー
リ
は
、
ス
タ
ナ
リ
長
官

を
務
め
た
（
二
六
一
頁
）
が
、
彼
は
同
時
に
、
私
掠
船
の
船
長
で
あ
り
、
ア

ル
マ
ダ
と
の
戦
い
に
活
躍
し
た
人
物
で
、
ま
た
こ
の
頃
に
北
ア
メ
リ
カ
植
民

の
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
プ
リ
ス
ト
ル
の
ジ
ャ
レ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス

も
私
掠
船
の
艤
装
に
投
資
し
て
お
り
（
一
七
四
頁
）
、
さ
ら
に
海
軍
法
案
（
一

七
五
八
＼
九
年
）
に
対
し
て
プ
リ
ス
ト
ル
貿
易
協
会
が
猛
反
発
し
た
た
め
に
、

当
初
そ
れ
を
支
持
し
て
い
た
ス
ミ
ス
も
、
地
域
利
害
に
従
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
第
八
章
で
検
討
さ
れ
た
国
外
海
難
者
の
帰
還
事
業
も
、

も
と
は
と
い
え
ば
、
船
貝
た
ち
の
改
宗
や
外
国
の
海
軍
や
海
運
へ
の
流
出
を

防
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
い
わ
ゆ
る
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス

に
収
ま
り
き
ら
な
い
当
時
の
船
員
た
ち
の
心
性
を
逆
照
射
し
て
い
る
。
西
部

地
域
に
は
、
あ
る
礫
岩
と
そ
こ
か
ら
離
れ
た
礫
岩
に
帰
属
す
る
人
々
が
少
な

か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
西
部
地
域
の
海
事
史
上
の
特

質
が
、
こ
の
地
域
の
政
治
、
経
済
さ
ら
に
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ

り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
密
を
与
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
の
進

展
に
期
待
し
た
い
。

（
三
）
「
長
い
一
六
世
紀
」
と
「
長
い
一
八
世
紀
」
の
接
合
の
試
み

こ
の
二
つ
の
時
期
の
連
続
と
変
化
の
側
面
を
見
る
と
き
に
、
内
乱
・
共
和

政
期
の
議
会
統
治
の
あ
り
方
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ

香

評

1
0二
(-K-_
）

ろ
う
か
。
本
書
の
構
成
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
（
ま
た
論
者
の
構
成
か
ら
い
た
し

か
た
な
い
こ
と
だ
が
）
、
残
念
な
が
ら
こ
の
時
期
に
つ
い
て
の
言
及
が
抜
け
落

ち
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
史
や
政
治
史
は
と
も
か
く
と
し
て
ラ
ン

プ
議
会
か
ら
ベ
ア
ポ
ー
ン
議
会
、
さ
ら
に
護
国
卿
時
代
の
議
会
ま
で
の
短
期

に
生
じ
た
議
会
の
制
度
的
激
変
の
意
味
を
論
じ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
。
と
は
い
え

r
統
治
章
典
」
（
一
六
五
三
年
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お

け
る
最
初
の
成
文
法
で
あ
り
、
そ
の
統
治
の
原
則
は
「
プ
ロ
テ
ク
ク
ー
と
い

う
一
人
の
元
首
と
一
院
制
の
議
会
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
議
会
の
構
成
も

（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
含
む
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
を
統
合
し
、
議
席
の
配
分
が
な
さ
れ
て
い
た
。
議
会
制
統
治
の
あ
り
方
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
革
命
的
変
化
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
園

氏
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
初
期
に
合
同
問
題
が
再
燃
し
た
と
き
、
議
席
数
を

巡
っ
て
「
こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
著
し
く
不
利
な
数
字
は
、
再
び

引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
」
（
六
二
頁
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
約
半
世
紀
前
の
連

邦
制
的
統
一
議
会
の
構
想
も
、
全
く
忘
れ
さ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

王
政
復
古
期
の
変
化
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
下
院
が
明
ら
か
に
国
民
を

代
表
す
る
「
世
論
」
を
発
言
の
根
拠
に
置
き
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
章

に
お
い
て
、
王
櫛
の
統
制
強
化
が
「
少
な
く
と
も
地
域
の
一
定
部
分
（
ト
ー

リ
）
の
利
害
を
反
映
し
、
ま
た
そ
の
支
持
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
」

(
1
0

六
頁
）
こ
と
も
、
「
世
論
」
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
も
内
乱
期
の
記
惚
は
鮮
明
に
残
っ
て
お
り
、
国
民
の
直
接
的
な
政
治

参
加
に
は
警
戒
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
「
世
論
」
に
お
い
て
こ
の
新
旧
二
面

性
が
い
か
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
展



密

評

開
も
含
め
た
五
港
都
市
の
言
説
空
間
の
解
明
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
、
議
会
制
統
治
の
あ
り
方
か
ら
み
た
「
長
い
一
八
世
紀
」
の
最
終
局

面
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
青
木
氏
は
「
一
八
世

紀
末
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
も
は
や
議
席
が
地
域
社
会
に
配
分
さ
れ
て

い
る
か
否
か
と
い
っ
た
制
度
論
で
は
な
く
、
議
会
内
で
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た

政
党
政
治
が
地
方
都
市
に
ま
で
そ
の
す
そ
野
を
広
げ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
実

態
論
こ
そ
が
、
重
視
さ
れ
る
べ
き
」
と
一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
議
会
政
治
へ

の
展
望
を
述
べ
て
い
る
(
-
三
0
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
研
究
で
は
、

三
0
年
代
の
諸
改
革
が
成
立
し
て
も
、
そ
こ
に
変
化
よ
り
も
継
続
性
を
み
る

傾
向
も
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
順
調
な
る
発
展
の
図
式
が

描
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

番
は
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
議
会
制
統
治
の
限
界
や
順

調
な
発
展
の
図
式
の
問
題
点
を
論
証
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
点
を
あ
ま
り
に
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
平
板
な
歴
史
叙
述
の
陥
穿
に
は

ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
論
者
た
ち
も
十
分
に
認
識
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
議
会
制
統
治
の
連
続
と
変
化
、
新
旧
の
二
面
性
を
い
か
に

接
合
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
本
書
を
読
み
な
が
ら
評
者
が
読
み
取
っ
た
論
点
を
三
点
に
絞
り
提

示
し
た
。
い
さ
さ
か
評
者
の
土
俵
に
引
き
つ
け
過
ぎ
た
感
も
あ
る
が
、
そ
こ

は
執
筆
者
や
読
者
の
寛
恕
を
誼
い
た
い
。
わ
が
国
で
最
初
の
本
格
的
な
議
会

史
論
集
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
議
会
史
研
究
が
深
ま
る
こ
と
を
願

い
た
い
。

（
付
記
）
本
杏
評
は
、
二
0
一
六
年
七
月
二
三
日
に
明
治
学
院
大
学
に
お
い
て
近
世

A
5
 

イ
ギ
リ
ス
史
研
究
会
と
革
命
史
研
究
会
の
共
同
開
佃
で
お
こ
な
わ
れ
た
本
杏
の
O

評
会
の
原
稿
を
元
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

註
(
1
)

近
世
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
研
究
史
と
し
て
は
、
近
藤
和
彦
編

r
イ
ギ
リ
ス
史
研

究
入
門
」
山
川
出
版
社
、
二
0
1
0年
、
第
一

0
章
「
議
会
」
、
な
ら
び
に
仲
丸

英
起

r
名
脊
と
し
て
の
議
席
ー
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
と
統
治
構
造
」
脱
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
二
0
1
―
年
、
第
一
章
、
青
木
康

r
議
貝
が
選
挙
区
を
選
ぷ

ー
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
政
治
」
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
特
に
ニ
・

四
章
が
有
益
。

(
2
)

「
実
質
的
代
表
制
」
概
念
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
背
木
、
前
掲
杏
、
ニ
―
―
―
―

＼
三
頁
を
参
照
。

(
3
)

仲
丸
、
前
掲
杏
、
二
七
八
＼
九
頁
。

(
4
)

都
市
型
選
挙
区
は
、
次
の
五
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
①
金
権
型

②
財
産
所
有
型
③
都
市
自
治
体
型
④
パ
ト
ロ
ン
影
密
力
型
⑤
開
放
型
。
そ
の
他
に

⑥
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
州
選
挙
区
⑦
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
州
選
挙
区
⑧
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
都
市
・
州
選
挙
区
の
タ
イ
プ
か
ら
な
っ
た
。
①
ー
⑤
の
タ
イ
プ
は
、
⑥
＼
⑧
に

比
ぺ
て
、
議
貝
の
移
動
が
頻
繁
で
、
議
席
の
安
定
性
が
低
か
っ
た
。
④
は
パ
ト
ロ

ン
の
影
唇
力
が
選
挙
を
左
右
す
る
選
挙
区
で
あ
り
。
八
つ
の
タ
イ
プ
の
中
で
は
最

大
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
た
。
⑤
は
政
治
意
識
の
高
い
有
権
者
を
抱
え
て
お
り
、
単

独
、
あ
る
い
は
一
群
の
パ
ト
ロ
ン
の
支
配
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
、
冑

木
、
前
掲
苔
、
一
七
〇
＼
一
八
八
頁
を
参
照
。

(5)

古
谷
大
輔
・
近
藤
和
彦
編
『
礫
岩
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
山
川
出
版
社
、

二
0
一
六
年
。
（
吉
田
苔
店
二
0
一
五
・
一
ー
刊

三
二
九
頁
四
0
0
0円）

1
0三
(
-
蚕
）

ー」


